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2018 年 3 月 26 〜 28 日　　　　金沢市
（1）Pyrano[3,2-a]carbazole 類の全合成研究 
武内菜緒、西山卓志、町支臣成
（2）Pyrrolo[2,3-c]carbazole アルカロイド dicytodendrin C の全合成研究 
横山知佳、西山卓志、町支臣成 
（3）Benzofuro[3,2-c]pyridine 類の合成と新規 5HT2C アゴニストの探索研究 
小橋川花、波多江典之、西山卓志、豊田栄子、吉村昭毅、町支臣成  
（4）フェナンスリジンアルカロイド Asiaticumine A の不斉全合成研究 
高岩秀也、西山卓志、日比野俐、町支臣成  
（5）2- アザ 6 π電子系熱電子環状反応を利用した marinoquinoline 類の全合成研究 
村上真璃、西山卓志、谷中希三子、小峠里佳、波多江典之、町支臣成 
（6）Mafcheenamine A 及び E の全合成研究
稗田雄三 , 町支臣成 , 藤岡晴人
（7）三環系キノリン誘導体の MAO 阻害活性の評価
浦上 侑里絵 , 端野 衣里 , 前原 昭次 , 北村 千浪 , 秦 季之





（10）マウス乳癌 FM3A 細胞におけるエンドセリン -3 によるリポタンパク質リパーゼ分泌の解析
相澤実穂、中村徹也、上敷領淳、森田哲生











（15）新規 α 4 インテグリンスプラインシングバリアントは 内在性 α 4 インテグリン抑制
分子である
重政 歩美 , 乾 恭輔 , 本田 真知子 , 松田 正 , 今 重之
（16）自己免疫疾患における細胞外基質ネフロネクチンの関与
藤岡 和征 , 本田 真知子 , 松田 正 , 今 重之 
（17）細胞外基質ネフロネクチンに対するサンドイッチ ELISA システムの構築
本田 真知子 , 李 順姫 , 松田 正 , 大槻 剛巳 , 今 重之

























2018 年 6 月　1 日　　　　　　　広島
（1）抗酸化酵素 heme oxygenase-1 誘導化合物におけるα , β - 不飽和カルボニル構造の役割
大下眞由、大西正俊、貞政良龍、玉木秀明、二井湧太郎、高木絵梨、丸谷佑美、
中山雄大、小槻真子、米村成史、赤木茉利奈、秦李之、井上敦子
第 34 回日本 DDS 学会学術集会









2018 年 7 月 12 〜 14 日　　　　大阪市
（1）ROR α核内受容体による NCEH1 の転写調節機構の解明
徳永吏紀、松岡浩史、吉田雄一朗、道原明宏
次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム 2018
2018 年 8 月 25 日　　　　　　　福岡
（1）脳出血後のミクログリア分極に対するガドリニウムの作用と保護効果
清水優貴、大西正俊、占部友唯、矢野由紀乃、甲斐隆夫、赤木茉利奈、井上敦子
第 37 回日本糖質学会年会 

















2018 年 9 月 1 〜 2 日　　　　　札幌市








2018 年 9 月 3 〜 5 日　　　　　長崎市
（1）フェナンスリジンアルカロイド Asiaticumine A の不斉全合成研究 
西山卓志、高岩秀也、日比野俐、町支臣成
日本生薬学会第 65 回年会
2018 年 9 月 16 〜 17 日　　　　広島市
（1）日本とインドネシアにおけるキナエンドファイトの構成及びキナアルカロイド産生能比較
德永 芳美，前原 昭次，北村 千浪，秦　季之，澁谷 博孝，アンドリア アグスタ










2018 年 9 月 24 〜 26 日　　　　京都市
























2018 年 11 月 3 〜 4 日　　　　　熊本市
（1）Azafluorenone 骨格を有する Onychine の新規合成法の開発と indeno [1,2-c]isoquinoline 類へ
の応用 
 西山卓志 , 藤脇孝哉 , 波多江典之 , 日比野俐 , 町支臣成
第 57 回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会・中国四国支部学術大会
2018 年 11 月 10 〜 11 日　　　　米子市
（1）Pyrrolo[2,3-c]carbazole アルカロイド dictyodendrin C の全合成研究 
横山知佳 , 西山卓志 , 町支臣成
（2）電子環状反応を利用した pyrano[3,2-a]carbazole アルカロイドの全合成研究 
武内菜緒 , 西山卓志 , 町支臣成
 （3）肝臓におけるタンパク質合成に対する HMB（β -hydroxy- β -methylbutyrate）の効果
田邊静香、大久保友貴、藤井朋保、上敷領淳、森田哲生
（4）脳卒中易発症ラット小脳における miR-124 による膜蛋白質 CLDND1 の発現調節
田村安希、松岡浩史、志摩亜季保、宇田有沙、木根原匡希、田原栄俊、道原明宏
－ 58 －

























平成 30 年度 内外環境応答・代謝酵素研究会
2018 年 11 月 23 〜 24 日　　　　鳥取市













2018 年 11 月 28 〜 30 日　　　　京都市





2018 年 11 月 28 〜 30 日　　　　横浜市






March 21-23, 2018     　　　　　　　Gothenburg, Sweden
（1）Development of A Drug Information Sheet for Patients to Promote Appropriate Use 
M. Mochizuki, J. Maruyama, A. Kamato, Y. Sanbayashi, H. Hibino, 
M. Isawa, J. Yamashita
18th International Congress on Neutron Capture Therapy
October 28 - November 2, 2018     TAIPEI, TAIWAN
（1）Preparation methods of liposome which encapsulated boron compound at high 
concentration and efficiency 
M. Shirakawa, K. Nakai, F. Yoshida, S. Nakamura, M. Harada, 
A. Kurata, S. Mizuta, A. Matsumura, H. Tomida
（2）Difference in BPA uptake between glioma stem cells and their cancerous cells
Fumiyo Yoshida, Tadashi Kurita, Keita Endo, Kei Nakai, Makoto Shirakawa, 
Alexander Zaboronok, Eiichi Ishikawa, Akira Matsumura
THE 6th JASTIP SYMPOSIUM 
Biodiversity, Genetic Resources and Innovative Bioresource Technology 
November 1st, 2018     　　　　　Tangerang, Indonesia
（1）Bioconversion of artemisinin by endophytic fungi associated with mugwort [Artemisia 
vulgaris: Asteraceae] 
A. Agusta, A. Fathoni, K. Diah Palup, D. Wulanasari, Praptiwi,
M. Ilyas, S. Maehara
－ 60 －
